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風のかたち
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仕事からの帰り道。磯のかおりに誘われて近くの海まで少し寄り道してみる。

「海に来るのは何年振りだろう」

そんなことを考えながら浜辺へと降りると、目の前には大きくて白いトンネルのようなものがあった。

それはまるで生き物のように、常にカタチを変えながら人々を優しく包み込む。

中に入って遊んでいる子ども。影の下で昼寝をしているおじさん。

たまたまできた小さな空間で、宴会をしている学生たち。

隣では若いお父さんと、肩車をしてもらった女の子が何やら楽しそうに話している。

海から吹く風が大好きで、父親にお願いして近くの浜辺に連れていってもらったあの頃をふと思い出す。

 それはある夏の日の一日。　[5 時 23 分 ] 水平線の向こうから朝日が顔をのぞかせる。イヌを

連れて散歩にきたおじさん。波打ち際をジョギングする人。朝の光を受け、柔らかい風がカタ

チを持つ。　[10時05分]少し風が出てきた。浜辺に人が一人、また一人。今日も暑くなりそうだ。

浮輪を持った子どもが波と戯れている。海風が吹き込むと膨んだり縮んだり、クルクルくるく

るカタチがかわってゆく。　[12 時 40 分 ] 太陽がてっぺんまで昇ってくる。キラキラした光が

海を満たし、浜辺はパラソルでいっぱいになる。ゆっくりと変わるカタチに水面の揺らめきが

写りこみ、海の底へと心をいざなう。　[13 時 28 分 ] 風が強くなってきた。浜辺の人々も昼下

がりのゆっくりとした時間を過ごしている。風にはためき大きく伸びたりつぶれたり。ぽっか

り空いた大穴は、風のカタチに風景を切りとる。　[18 時 42 分 ] 浜辺は夕焼け色に染められて

ゆく。帰り支度を急ぐ人。名残惜しそうに犬が鳴いている。日がくれる一瞬。マジックアワー

にそれはおとずれる。海風から陸風に変わる凪の時。一瞬の無風を経て、風はカタチを取り戻す。

そして、夜の闇へと消えてゆく。明日はどんな風のかたちだろう。　それはある夏の日の１日。

海の風をつかみたい。

風は目には見えないけれど、風を感じる場所はつくれると思った。

海のにおい、波の音、それらを感じられるうつわを浜辺におきます。

「風のカタチ」が風にゆれたり、中にある砂が風でうごいたり、

中からみえる浜辺、海、空の切りとられ方が風のうごきで変化したり…

一度として同じ空間はできません。

中では太陽のひかりがやわらかにそそぎこみ、目をとじると、そこは海の中みたいに感じられます。

浜辺との一期一会の出会い。それを大切にしてほしいと思いました。


